
平成３１年 第１回北広島市環境審議会 議事録 

 

 

■日 時：平成３１年３月５日（火） １８：３０～２０：３０ 

 

■会 場：市役所本庁舎 ５階 議会委員会室 

 

■出席者：（委  員）上田会長、鈴木副会長、藤永委員、齊藤委員、後藤委員、 

橋本委員、森下委員、山本委員（７名） 

（事務局：市民環境部） 

高橋部長、阿部課長、小川主査、佐々木主任、髙橋主事（５名） 

（説明員：ボールパーク推進室） 

川村室長、柴課長、中垣課長、織田主査、 

村上主査、金澤主任（６名） 

 

■傍聴者：２名 

 

■審議内容 

【開会、報告案件 2を非公開にする旨の決定】 

 

【議事録署名委員の選出】 

 

【議事 議案 1「平成 30年度版 北広島のかんきょう」について】 

 

（説明員より説明） 

 

○Ａ委員 

「北広島のかんきょう」といった報告書は、全国的に作成しているのでしょうか。 

 

○説明員 

環境基本条例を持っている自治体においては、類似する報告書を作成していると考えます。 

 

○Ｂ委員 

自然環境、エネルギー、廃棄物等について、達成すべき目標値があればいいと思います。 

 

○説明員 

次の環境基本計画の策定段階において、数値目標にするのか行動指標にするのかを検討し、目標値等を定めた

いと考えています。 

 

 



【議事 報告 1 ボールパーク構想の進捗状況について】 

 

（説明員より説明） 

 

○Ｄ委員 

道路整備について、2 本の道路が示されていますが、渋滞の緩和という観点だと、どちらが有効に機能する道

路でしょうか。 

 

○説明員 

西の里方面と大曲方面という二方向の渋滞を分散させるということで、2 本ともに渋滞の緩和に有効と考えて

います。 

 

○Ｄ委員 

2 本の道路のうち、1 本はＪＲ千歳線の南側に建設を予定されているかと思います。北側は人為的な整備が進

んだ場所となっており、南側は自然度が高い場所となります。南側へ建設を予定されている経緯はどうなってい

ますか。 

 

○説明員 

ＪＲ千歳線の北側を通るルートも検討しましたが、ＪＲ千歳線を横断するには時間を要するため、新球場の開

業までの時間的制約やＪＲ千歳線を横断する部分の施工費などを総合的に検討した上で、現在のルートを計画し

ています。詳細な計画については、環境調査を行い、環境に配慮したルートを選定します。 

 

○Ｄ委員 

自然度の高い場所であるＪＲ千歳線の南側は、自然環境の面で十分に留意しなければならない場所です。自然

環境の調査結果も踏まえて、十分に自然環境に配慮した道路計画を進めて行って下さい。 

 

○Ｆ委員 

新駅については、安全確保が出来れば交通手段が車から公共交通へと転換でき、大幅なＣＯ２削減に繋がるの

で、新駅を要望して戴きたいです。また、車での交通事故のリスクも下がりますので、そういったことも総合的

に考えて戴きたいです。 

 

○会長 

ＣＯ２削減や交通事故リスクの低下に関してですが、例えば無人のシャトルバスを札幌駅から無料で運行する

などが出来れば面白いですね。 

 

○Ｆ委員 

移動をマイナスに捉えるのではなく、先進的で環境に優しい乗り物を提案するというのは、とても夢があって

良いと思います。 

また、札幌圏から北広島市内においては、良い自転車道路（エルフィンロード）が駅から伸びているので、自

転車を一つのアクセス手段として、この環境審議会から提言して行ってはどうかと思いました。 

 

 



○説明員 

交通アクセスについては、あらゆる方法で来てほしいということで、いろいろ考えているところです。今後も

しっかり協議しながら進めていきたいと思っております。 

 

○Ｂ委員 

既存の北広島駅を使った場合、資料では１３，５００人が乗り降りする試算ですが、住んでいる方にとっては

治安の関係がすごく大事なことだと思います。一方で、地元に対するチャンスというものもあると思います。ボ

ールパークが来ることによって、地元にもそれなりのメリットが出るような形を考えて欲しいと思います。 

 

○説明員 

ポールパークによる地域経済の活性化につきましては、ボールパークの中で全てが完結してしまっては経済波

及効果がそこに限定されてしまうので、北広島駅までの区間にどういう賑わいを持ってくるかを考えていきたい

と思っています。一方で地域の治安は必須ですので、警察への申し入れも含め、進めているところです。 

 

○Ｅ委員 

ボールパークを前面に出しすぎても、北広島の良さが無くなるような気がします。北広島には北広島の良さが

あるので、どういう街づくりをするかを考えて戴きたいです。 

 

○説明員 

ボールパークにすべて依存する街づくりは考えておりません。子育て世代の方に住んで戴けるような街づくり

を進め、やがて人口増加、街の活性化に繋がるそういうビジョンを考えて、ボールパークを活用しながら、未来

に向けてのステップを踏んでいきたいというのが今の考えです。 

 

○Ｄ委員 

北広島の良いところの一つが自然の豊かさです。ボールパーク構想がこの場所であったからこそ、逆に自然の

面が注目される側面もあったのかなと思います。これを機会に市民の方に自然環境を十分に知って戴いて、それ

がこの構想のプラスに繋げていけるような形で進めて行って下さい。 

 

○Ｆ委員 

北広島は本当に自然環境が素晴らしいということが、今回のボールパーク構想によってクローズアップされて

おり、今まで残してきたものと上手く共存できるかというのは非常に重要だと思います。自然に小さい頃から触

れていると「自然が大事だな」という思いを育み、環境教育にも繋がると思います。次世代に共存の形を残せる

ということ、次世代の教育に活きることが価値になってくると思いますので、そういった観点も是非ＰＲポイン

トとして戴くと素晴らしいと思います。 

 

○Ｂ委員 

シャトルバスのピストン輸送はＪＲが行うのですか、それとも北広島市、もしくは球団でしょうか。 

 

○説明員 

どの事業者かは決まっていませんが、バス事業者が行う輸送を想定しています。 

 

 



【議事 報告２ ボールパーク構想に係る環境調査 非公開】 

 

【閉会】 


